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受理番号 学校 教科 種目 学年

31 − 14 中学校 道徳 道徳 第１学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

232　廣あかつき 道徳　707
道徳　708

中学生の道徳　自分を見つめる１
中学生の道徳ノート　自分を見つめる１

編修趣意書
（教育基本法との対照表）

　編修の基本方針1
　教育基本法第２条に示される教育の目標を達成するため，本教科書は以下を基本方針として編修し
ました。

２冊の相乗効果で
新時代を生きる生徒の
豊かな情操と道徳心を

培います

魅力あふれる35本の教材

ともに考え，話し合う
　教材をもとに考える主体的・対
話的な学習を通して，多面的・多
角的な思考を促し，人間としての
生き方についての考えを深めます。

自分を見つめ，考え，のばす
　書くことを通して自問と内省へ
と導き，道徳的思考をいっそう深
め，道徳的価値（内容項目）の理
解を確かなものにします。

豊かな
自己の形成

学習の記録・内容項目ページ



本冊 「ともに考え，話し合う」魅力あふれる35時間分の教材
①「人間のよさ」が心に染みる教材――これまでの道徳が大切にしてきたこと
　　人間だから悩むことがあり，人間だから苦しむことがある。
　　人間だからこそ，悪を憎み，正義を愛する心があり，生きる喜びがある。
■�■これまでの道徳が大切にしてきた感動教材，名作教材を中心に，人間のよさや気高さや素晴らしさを感じる
ことのできる教材を精選しました。

　　

②現代的な課題と向き合う教材――これからの時代を生きる生徒たちのために
■�■目まぐるしく変化していく現代社会において，自立した人間として他者とともによりよく生きる，そのため
の基盤となる道徳性を育むことができるよう，現代的課題に目を向ける教材を厳選しました。
　　特に「生命尊重」と「いじめ防止・人権尊重」を重点的に扱えるよう全体を構成しています。

いじめ防止・人権尊重
いじめを直接的に扱った教材だけでなく，「いじめ」
をさまざまな内容項目の学習と関連させながら考
える特集を設け，重点的な指導が図れるようにし
ています。

「㉘語りかける目」

「❾ヨシト」

生命尊重
内容項目「生命の尊さ」を年間３時間配当しています。また，
それ以外の内容項目でも「生命の尊厳」について考えられる教
材を掲載しました。

社会の持続可能な発展
「�❿あのハチドリのように ーワンガリ・マータイー」

福祉に関する教育「㉕ある日のバッターボックス」 特集「いじめを許さない�私たちの心」

「⓰夜のくだもの屋」 「⓳美しい母の顔」

深める
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別冊 「自分を見つめ，考え，のばす」ノート別冊のたしかな理由
①記述を通して，自己を深く見つめる学習を促します
□�□自分の本音を，なかなか打ち明けてくれない中学生。けれども，心の中では「自分とは何か」「自分はどう生
きるか」という人生の問いに真剣に向き合いながら，迷い，悩んでいる時期でもあります。
□�□人には話しづらい，語りづらいことでも，ノートの活用を通して自分の考えを問い直し，自己を深く見つめ
ることができます。

□

②�ノートが「心の記録」になり，生徒の心の成長を実感できます
　�　�道徳科における 1時間，1時間の学びは「心の成長」の歩みです。別冊ノー
トにはそれが継続的な記録として形に残ります。
　�　�先生方にとっては，生徒の道徳性に係る成長の様子を認め，励ましていく
評価の際の，たしかな手がかりとなります。家庭との連携を図って，保護者
とともに生徒の成長を見守る際にも大いに役
立ちます。
　�　�そして何より，生徒自身が，自分の記述を
読み返すことで，自らの成長を実感し，豊か
な心を育むことにつながります。

③授業の進め方に応じて，自由に活用できる豊富な資料があります
　　「社会や生活の問題と結びつけながら，思考を深めたい。」
　　「自分自身の体験や学校生活を振り返りながら考えさせたい。」
　　こうした先生方の求めに応じて，柔軟に活用できる豊富な資料があります。
　　別冊だからこそ，イメージする授業の流れに沿って，自由に活用することができるのです。

内容項目ページ

自己の振り返り

心に残っている授業の記録
学期や年間の区切りに活用できる振
り返りのページです。どの授業や教
材が自分の心に残り，自身の成長に
つながったのかを見つめます。

学習の記録
授業で考えたことを記述するページです。授業者の
構想に応じて書く内容や場面を設定しながら，年間
35 時間の学習を時系列に沿って記録することがで
きます。

心のしおり

「自分を見つめ，考え，のばす」

道徳科で考える視点を示し，記述に際して参照する
ことで，道徳的諸価値の理解をもとに，自己を見つめ，
多面的・多角的に考える学習となるよう工夫しました。

図や表，統計資料など

先人の逸話など

先人の言葉，詩など
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　対照表2
　本教科書本冊及び別冊の構成・内容と教育基本法第２条の各号との対照は以下の通りです。第１号に示される「道徳心を培
う」については，全内容に該当することから，各々への表示は省略しました。

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 第２条と
の対応 該当箇所

本冊⓲ ミスター・ヌードル ―安藤 百福― 真実を探究して新しいものを生み出してきた先人たちの生き方に学んで，
真理を求める態度を養うことができるよう配慮しました。

第１号

p.80～85

別冊 真実・真理を求め，新しいものを生み出す p.5

本冊❽ 釣りざおの思い出 内容項目「節度，節制」に関する教材は，年間の早い段階に学習し，１
年を通じた生活指導や健康教育との関連を効果的に図って，健やかな身
体を養うことにつながるよう配慮しました。

p.32～35

別冊 度を過ごさず，調和のある生活をする p.2

本冊⓫ 木箱の中の鉛筆たち 内容項目「向上心，個性の伸長」に関する教材や別冊への記述を通して，
自己を見つめ，自らのよさを伸ばしていく意欲や自己肯定感を高められ
るよう配慮しました。

第２号

p.48～51

別冊 自己の向上を図り，個性を伸ばす p.3

別冊 中学１年生の私 年度始めや学期ごとに自己を見つめて，自分の課題や目標と向き合う学
習が行えるページを設け，自らの成長を実感しながら，能力の伸長を図
ることができるよう工夫しました。

巻頭

別冊 心のしおり　自分を見つめよう 巻末

本冊❶ この人生の主人公

自主及び自律の精神を養う学習を本書の重点の１つとし，内容項目「自主，
自律，自由と責任」に関する教材を，全学年３教材，３時間配当しました。

p.4～5

本冊❸ 裏庭でのできごと p.10～14

本冊㉔ ネット将棋 p.111～115

別冊 自分で考え誠実に実行し，結果に責任をもつ p.1

本冊㉗ 午前一時四十分 内容項目「勤労」に関する教材を中心として，キャリア教育に関わる他
の教育活動との関連を効果的に図ることができるよう，内容と構成に配
慮しました。

p.126～129

別冊 勤労の尊さや意義を理解し，社会に貢献する p.15

本冊❾ ヨシト・thinking ① してもよい「いじめ」などない 「いじめ」や「人権」に関する課題を「公正，公平，社会正義」を中心に
取り上げるとともに，年間の他の教育活動との関連を図ることができる
よう早い時期に配列した。また，折に触れて本冊巻末の特集ページや別
冊の資料を活用することで，正義と責任を重んずる態度の育成につなが
るように工夫しました。

第３号

p.36～41

本冊㉕ ある日のバッターボックス p.116～119

本冊 いじめを許さない 私たちの心 p.174～175

別冊 正義と公正さを重んじ，公平な社会をつくる p.13

本冊❻ アイツ

本書の重点の１つである「思いやり，感謝」をはじめ複数の内容項目の
学習を通じて，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずることの大切さ
に気付くことができるよう構成しました。特に「友情，信頼」に関する
教材では，生徒と同年代の男女の主人公の関係を成長とともに 3 年間追
いながら考えることのできる教材を掲載しました。

p.24～28

本冊⓰ 夜のくだもの屋 p.68～73

本冊⓳ 美しい母の顔 p.86～90

本冊㉑ 地下鉄で・thinking ② おにぎり p.96～99

本冊㉒ 吾一と京造 p.100～105

本冊㉙ 旗 p.134～139

本冊㉜ ふたりの子供たちへ・thinking ③ 母にあいたい p.154～158

本冊㉟ 二枚の写真 p.169～173

別冊 思いやりと感謝の心で人間愛の精神を深める p.7

別冊 互いに励まし合い，高め合える友情を育む p.9

別冊 家族を愛し，充実した家庭生活を築く p.16

別冊 学校を愛し，協力して集団生活を充実させる p.17

本冊⓱ 加山さんの願い 公共の精神にもとづいて，社会に積極的に関わっていこうとする姿勢を
育む教材を掲載しました。また本冊巻末に「持続可能な社会」とそれに
関わる現代的課題を取り上げた特集を掲載し，問題の解決に向けて，主
体的に社会に参画していく意識を高められるよう工夫しました。

p.74～79

本冊 よりよい未来をつくるために p.178～179

別冊 社会と関わり協力し，よりよい社会をつくる p.14

本冊❹ あなたの「生きようとする力」
生命尊重を本書の重点に位置付け，内容項目「生命の尊さ」に関する教材
を全学年３教材，３時間配当し，他の内容項目の学習とも関連付けながら，
重点的な指導が図れるよう工夫しました。

第４号

p.15～17

本冊⓭ 曙号の死 p.58～61

本冊㉘ 語りかける目 p.130～133

別冊 生命の尊さを理解し，大切にする p.22

本冊❿ あのハチドリのように―ワンガリ・マータイ― 内容項目「自然愛護」の学習を通して，自然への愛情や自然に対する畏
敬の念，謙虚な心情を育むとともに，現代的な課題である自然環境問題
への課題意識を高められるよう，本冊巻末の特集や別冊に補助資料を掲
載しました。

p.42～47

本冊 よりよい未来をつくるために p.178～179

別冊 自然の崇高さを知り，自然の愛護に努める p.23

本冊⓬ アップルロード作戦

我が国や郷土の伝統や文化に関心を高め，親しみや愛着をもち，この国
の一員としての自覚を促す契機になるような教材を選定しました。

第５号

p.52～57

本冊⓯ 音を宿す p.65～67

別冊 郷土の伝統や文化を大切にし，発展に努める p.18

別冊 日本人としての自覚をもち，国の発展に努める p.19

本冊㉓ 国際協力ってどういうこと？ 日本人としての自覚をもって，他国を尊重し，国際理解，国際貢献に努
めることの大切さを考え，世界の平和を希求する思いを高めることがで
きる教材を掲載しました。

p.106～110

別冊 他国を尊重し，世界の平和と発展に寄与する p.20
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　上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色3

本冊 p.16

本冊 p.6 〜 7

（１）紙面構成上の工夫�ーー�判型，表記，構成・配列等の工夫
■①�判型は本冊，別冊ともにAB判を採用し，紙面にゆとりをもたせ，
圧迫感のない構成を心がけました。見やすさ，読みやすさを重視
して，白を基調とした紙面にイラスト配置を工夫し，ワイド判に
よるビジュアル面の利点を生かしました。

■②�読みやすさを考慮し，本文の文字のサイズ，文字間や行間，本文
周囲の余白等，冊子内で原則として統一を図りました。なお，１
年生は小学校からの系統性を考慮し，本文の文字を大きくしました。

■③�道徳科の教材は，生徒の読み取りに差異が生じないことが前提と考え，誰もが内容を正確に理解できるよう，
配当漢字及び未習の漢字については，ページ初出のみならず，すべてにルビ（ふりがな）を配しました。（読
みやすさを考慮し，固有名詞は初出のみルビを配しています。）

■④�今次改訂では，別冊の構成・配列を改め，内容項目ページは各１ページとし，授業での学びを記述する「学
習の記録」の記入欄を巻末にまとめました。再構成にあたっては，時系列に沿って授業での記述や振り返り
ができるようにするとともに，授業構想に応じた書く活動の設定およびページ削減による持ち運び（重量）
の面の負担軽減につながるよう努めました。

（２）情報機器の活用による発展的な学習
□当社のホームページでは本冊の教材に関する補助資料として，写真・
動画・参考となる外部ページへのリンクを掲載します。これらの資料
を活用できる教材については，� �のマークを記載しています。
本冊もくじのQRコードを読み取るか，URLへアクセスすることで，
調べ学習をはじめとした発展的な学習を促し，情報活用能力の育成を
図ることができます。

（３）一覧で自分自身が見える「心のしおり」
□別冊巻末に折り込みとして，「心のしおり」を用意しました。授業の振り返りを行うチェック欄を活用するこ
とで，自分にとって心に残った教材が何だったのかが確認できます。また自分の目標や課題を振り返る書き込み
欄もあり，学期ごとの区切りなどで活用することを通して，自己の成長を実感することができます。

（４）環境にやさしい用紙，印刷
□印刷には植物油インキを使用し，用紙は再生紙を用いました。なお，本冊は発色のよさ，見やすさを，別冊は
鉛筆での書きやすさ，消しやすさを重視し，それぞれの構成内容や使用用途を踏まえた用紙を用いました。

（５）製本の工夫�ーー�使いやすさと安全性
□別冊は，紙面が開きやすい「中綴じ」製本としました。また，針金は内側に曲げることで安全性の向上を図る
とともに，「三か所留め」で十分な強度を確保しました。�

（６）特別支援教育，ユニバーサルデザインへの対応
□色覚の違いにより学習に支障をきたすことのないよう，�色の識別のみによらず，文字情報をはじめマークの形
状やデザインの違いなどで必要な情報が読み取れるように配慮しました。なお，カラーユニバーサルデザインは，
専門の第三者機関に検証を依頼し，CUD認証マークの取得を申請しています。
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受理番号 学校 教科 種目 学年

31 − 14 中学校 道徳 道徳 第１学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

232　廣あかつき 道徳　707
道徳　708

中学生の道徳　自分を見つめる１
中学生の道徳ノート　自分を見つめる１

編修趣意書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

　編修上特に意を用いた点や特色1
　学習指導要領の総則に示される教育の方針，道徳科の目標を達成するため，本教科書は以下の点に
特に意を用い，編修しました。

２冊の相乗効果で
新時代を生きる生徒の

道徳的な判断力，道徳的な心情，
道徳的な実践意欲と態度を養い，
「生きる力」を育みます

　　 本冊 �中学生の道徳
【内容】
　○発達の段階に応じた選りすぐりの教材
　○教材別「考える・話し合う」
　○教材別　名言（先人・著名人の言葉）
　○その他（特集，内容項目一覧など）

【特色】　ともに考え，話し合う
　教材をもとに考える主体的・対話的な学習
を通して，多面的・多角的な思考を促し，人
間としての生き方についての考えを深めます。

【主な言語活動】　読む，話す，聞く

別冊 �中学生の道徳ノート
【内容】
　○内容項目（道徳的諸価値）の解説
　○学習の記録
　○心のしおり（毎時間の振り返りなど）
　○その他（特集，記録欄など）

【特色】　自分を見つめ，考え，のばす
　書くことを通して自問と内省へと導き，道
徳的思考をいっそう深め，道徳的諸価値（内
容項目）の理解を確かなものにします。

【主な言語活動】　読む，書く
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ຊ冊の特色 中学生の道徳　自分を見つめる１

重点項目
（全学年各 3 時間配当） 教材番号

Ａ 自主，自律，自由と責任 ❶ , ❸ , ㉔

Ｂ 思いやり，感謝 ⓰ , ㉑ , ㉙

Ｄ 生命の尊さ ❹ , ⓭ , ㉘

Ｄ よりよく生きる喜び ❺ , ㉖ , ㉛

現代的な課題や多様な題材，指導方法に関わる教材

第
一
学
年

教材の題材・性質 教材番号等

生命の尊厳 ❹ , ⓭ , ㉘ , ㉜ ,thinking③

社会参画 ⓬ , ⓱ ,thinking②

自然 ❿ , ㉞

伝統と文化 ⓯

先人の伝記 ❿ , ⓲

スポーツ ㉚

情報モラル ㉔ , ㉝ , 巻末特集

その他の現代的な課題

防災教育＝㉘／福祉に関する
教育＝⓱ , ㉕ , ㉚ , ㉟／法教育
＝⓴／国際理解教育＝❿ , ㉓ ,
㉞／キャリア教育＝⓫ , ㉗／
社会の持続可能な発展＝❿ ,
㉓ , 巻末特集

問題解決的な学習を促す
教材

❸ , ❺ , ❽ , ❾ , ❿ , ⓮ , ⓱ , ⓴ ,
㉑ , ㉒ , ㉓ , ㉕ , ㉖ , ㉝

道徳的行為に関する体験
的な学習を促す教材

❺ , ❻ , ❽ , ⓮ , ⓰ , ㉕ , ㉖ , ㉝

いじめ防止・人権尊重に関わる教材
教材の題材・性質 教材番号等

いじめ・人権に関わる題材 ❾ , ㉕ ,thinking①

特に関連の深い内容項目 教材番号等

自主，自律，自由と責任【重点】 ❶ , ❸ , ㉔

思いやり，感謝【重点】 ⓰ , ㉑ , ㉙

友情，信頼 ❻ , ㉒

相互理解，寛容 ㉝

公正，公平，社会正義 ❾ , ㉕

生命の尊さ【重点】 ❹ , ⓭ , ㉘

よりよく生きる喜び【重点】 ❺ , ㉖ , ㉛

上記内容項目との関連を図った学習 巻末特集

・�いじめ防止と特に関連の深い内容項目については配当時間数を増
やしています。巻末の特集と合わせて，さまざまな内容項目の学
習で，いじめについて考えることができます。
・�教材の学びを深める特集（ thinking ）を３編設けています。また，
巻末には，「いじめ防止」，「情報モラル」，「現代的な課題」につい
て考えるページを特設しました。

①重点項目の設定
□�□全体の構成にあたって，特に以下の点に留意して重点項目を設
定しました。重点項目は全学年で年間３時間ずつ配当しています。
�　●学習指導要領の総則「指導内容の重点化」
�□�□総則�第６「道徳教育に関する配慮事項」に示された指導内容
の重点化との関わりを考慮しました。
　●「生命尊重」と「いじめ防止・人権尊重」
□�□生命尊重といじめ防止は最重要課題であるため，特に関わりの
深い内容項目の配当時間を考慮しました。

②現代的な課題や他の教育活動等との関わり
□�□道徳科を要とした道徳教育の充実を図るため，現代的な課題や他の教育活動との関連を図ることのできる教
材を選定しました。また多様な指導方法に対応できるよう，問題解決的，体験的な学習活動を促す教材を取り
そろえました。なお，いじめ防止についてはさまざまな内容項目の学習を通じて考えることができるよう，本
冊全学年の巻末に「いじめを許さない��私たちの心」と題した特集ページを設けました。

キャリア教育
「�㉗午前一時四十分」

情報モラル「�㉝言葉の向こうに」 特集「いじめを許さない�私たちの心」

特集「情報機器によるコミュニケーションを考える」

深める

2



③主体的・対話的で深い学びのために−「考える・話し合う」の工夫
�□　生徒が主体的・対話的に学習に取り組むことができるよう，教材ごとに「考える・話し合う」を設けました。

考える・話し合う

学習の手がかり

・教材を読んで考えるための「めあて」

・教材を読んで，考えるきっかけとなる「問い」

考えを広げる・深める

教材や内容項目についてさらに学習を深める内容

  例 主人公以外の視点から多面的・多角的に考える問い

　　生徒自身の生き方・在り方に照らして考える問い

　　問題解決的な学習，体験的な学習を促す問い　　など

 先人や現在活躍している著名人の言葉　（すべての教材に掲載）

明確な課題をもって学習できる工夫
●「考える・話し合う」で学習の要点が見える

　登場人物の心情の読み取りや生活体験の振り返りに終始するのでは
なく，「人間としての生き方についての考えを深める」道徳科の学習
となるよう，「考える・話し合う」は構成されています。

　 学習の手がかり�に設けた��「めあて」は，学年段階と教材のタイプ
を考慮し，内容項目を明示しているものと，あえてしていないものの
２種類があります。いずれも，生徒が教材の中の “ 道徳上の問題 ” を
明確に捉え，主体的な学習に取り組むことができるよう工夫しました。

多様な見方・考え方に触れる工夫
●「決まりきった答え」が出ない問い

　 学習の手がかり�の問いは，分かりきった答えを簡
単に出すようなものにはなっていません。人それぞれ
の考えをもとに，教師や友達，家の人と交流すること
で，対話的な学習の充実を図ることができます。

●人物の格言・名言

　すべての教材の最後には，先人や現在活躍してい
る著名人の言葉が掲載されています。道徳的価値や人
間としての生き方について示唆に富んだ格言や名言
に触れることで，自らの見方・考え方を広げる手がか
りとなります。

思考を広げる，深める工夫
　 学習を広げる・深める �には，各学年段階に応じて
充実した学習の手立てとなる問いを設定しました。

●自己との関わりで考える問い

　あなたが考えるよりよい学校生活とは，どのよう
なものだろう。　　　　　　　　　　（㉟二枚の写真）　

●問題解決的な学習を促す問い

　少女たちが一見，ルール違反のようなことをしなけ

ればならない状態を改善するには，どうすればよいの

だろう。　　　　　　　　　　　　　　（㉑地下鉄で）

●体験的な学習を促す問い

　フランクはロビンにどんな手紙を書いたのだろう。　　　　　　

（❺いつわりのバイオリン）

道徳科における道徳科における道徳科における道徳科における
主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び主体的・対話的で深い学び

学習の流れ

小さいことを重ねることが，とんでもないとこ

ろに行くただ一つの道。（イチロー）

本冊 p.9

道徳科における
主体的・対話的で深い学び

◀
内
容
項
目
を
あ
え
て
明
示
し
て
い
な
い
め
あ
て

◀
内
容
項
目
を
明
示
し
て
い
る
め
あ
て
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①毎時間の学習状況を記録できる「学習の記録」
□�□別冊ノートの「学習の記録」ページは
年間 35 時間の学びを記入することがで
きます。今次改訂では，記述欄を巻末に
まとめ，時系列に沿って記述・振り返り
ができるようにしました。授業を通して
感じたことや考えたことを記録していく
ことで，生徒の学習状況を見取るたしか
な手がかりとなるでしょう。なお，１時
間あたりの記述欄を左右２段で構成して
いるため，記述を促す内容や場面の設定
等，授業者の構想に応じて柔軟に活用す
ることができます。

□�　また巻末の「心のしおり」の「学習を
振り返って」を活用し，短時間で授業を
振り返ることができます。

②「心に残っている授業の記録」を活用した評価の工夫
□�　道徳科で求められている生徒の成長を認め，励ましていく，「大くく
りなまとまりを踏まえた」評価。その手がかりとして活用できるのが，「心
に残っている授業の記録」です。学期末や年度末に活用することで，生
徒が特に「自己を見つめ」「広い視野から多面的・多角的に」考え，「人
間としての生き方についての考えを深め」ていた様子に着目することが
できます。

③�自分を見つめ，考え，のばしていく１年間を
□�□別冊ノートには，今の自分を見つめ，課題や目標を
捉える学習ができるページを設けています。年度当初
や学期の始めに活用することで，生徒が自らのよい点
や可能性に気づくきっかけとなり，主体的に学ぶ意欲
の喚起につながります。
□�　また，折に触れて読み返すことで，自分自身の考え
の変化や成長に気づくこともできるでしょう。

中学生の道徳ノート　自分を見つめる１別冊の特色

心のしおり「学習を振り返って」 学習の記録

心に残っている授業の記録

該当の授業の
「学習の記録」を参照

中学１年生の私 心のしおり

● 別冊ノートの記録は評価の際の材料，根拠となります。これは評価の信頼性・

妥当性を検討していく組織的・計画的な取り組みにおいても有用です。

● 別冊ノートは家庭との連携を図る際にも効果的に活用でき，保護者とともに

生徒の成長を見守り，励ましていくことにつながります。

特に深く考えていた授業は……

4



5

　対照表2
　本教科書本冊・別冊の構成・内容と学習指導要領が示す「内容」の各事項との対照は以下の通りです。なお，本表は本冊の
配列をもとに示しています。

図書の構成・内容� 本 冊 学習指導要領の内容 図書の構成・内容� 別 冊 配当
時数

❶ この人生の主人公 p.4～5 自主，自律，自由と責任 自分で考え誠実に実行し，結果に責任をもつ p.1 １
❷ 目標は小刻みに p.6～9 希望と勇気，克己と強い意志 目標の達成を目指し，着実にやり遂げる p.4 １
❸ 裏庭でのできごと p.10～14 自主，自律，自由と責任 自分で考え誠実に実行し，結果に責任をもつ p.1 １
❹ あなたの「生きようとする力」 p.15～17 生命の尊さ 生命の尊さを理解し，大切にする p.22 １
❺ いつわりのバイオリン p.18～23 よりよく生きる喜び 良心に気づき，よりよく生きる喜びを見出す p.25 １
❻ アイツ p.24～28 友情，信頼 互いに励まし合い，高め合える友情を育む p.9 １
❼ 半分おとな　半分こども p.29～31 礼儀 礼儀の意義を理解し，適切な言動をとる p.8 １
❽ 釣りざおの思い出 p.32～35 節度，節制 度を過ごさず，調和のある生活をする p.2 １
❾ ヨシト p.36～40 公正，公平，社会正義 正義と公正さを重んじ，公平な社会をつくる p.13

１
thinking⁞

してもよい「いじめ」
などない p.41 公正，公平，社会正義 正義と公正さを重んじ，公平な社会をつくる p.13

❿ あのハチドリのように ー ワンガ
リ・マータイ ー p.42～47 自然愛護 自然の崇高さを知り，自然の愛護に努める p.23 １

⓫ 木箱の中の鉛筆たち p.48～51 向上心，個性の伸長 自己の向上を図り，個性を伸ばす p.3 １
⓬ アップルロード作戦 p.52～57 郷土の伝統と文化の尊重，郷土を愛する態度 郷土の伝統や文化を大切にし，発展に努める p.18 １
⓭ 曙号の死 p.58～61 生命の尊さ 生命の尊さを理解し，大切にする p.22 １
⓮ 島 耕作　ある朝の出来事 p.62～64 遵法精神，公徳心 法やきまりを守り，規律ある社会をつくる p.12，p.21 １
⓯ 音を宿す p.65～67 我が国の伝統と文化の尊重，国を愛する態度 日本人としての自覚をもち，国の発展に努める p.19 １
⓰ 夜のくだもの屋 p.68～73 思いやり，感謝 思いやりと感謝の心で人間愛の精神を深める p.7，p.11 １
⓱ 加山さんの願い p.74～79 社会参画，公共の精神 社会と関わり協力し，よりよい社会をつくる p.14 １
⓲ ミスター・ヌードル ー 安藤 百福 ー p.80～85 真理の探究，創造 真実・真理を求め，新しいものを生み出す p.5 １
⓳ 美しい母の顔 p.86～90 家族愛，家庭生活の充実 家族を愛し，充実した家庭生活を築く p.16 １
⓴ 人に迷惑をかけなければいいのか？ p.91～95 遵法精神，公徳心 法やきまりを守り，規律ある社会をつくる p.12，p.21 １
㉑ 地下鉄で p.96～98 思いやり，感謝 思いやりと感謝の心で人間愛の精神を深める p.7，p.11

１
thinking  おにぎり p.99 思いやり，感謝 思いやりと感謝の心で人間愛の精神を深める p.7，p.11

㉒ 吾一と京造 p.100～105 友情，信頼 互いに励まし合い，高め合える友情を育む p.9 １
㉓ 国際協力ってどういうこと？ p.106～110 国際理解，国際貢献 他国を尊重し，世界の平和と発展に寄与する p.20 １
㉔ ネット将棋 p.111～115 自主，自律，自由と責任 自分で考え誠実に実行し，結果に責任をもつ p.1 １
㉕ ある日のバッターボックス p.116～119 公正，公平，社会正義 正義と公正さを重んじ，公平な社会をつくる p.13 １
㉖ 銀色のシャープペンシル p.120～125 よりよく生きる喜び 良心に気づき，よりよく生きる喜びを見出す p.25 １
㉗ 午前一時四十分 p.126～129 勤労 勤労の尊さや意義を理解し，社会に貢献する p.15 １
㉘ 語りかける目 p.130～133 生命の尊さ 生命の尊さを理解し，大切にする p.22 １
㉙ 旗 p.134～139 思いやり，感謝 思いやりと感謝の心で人間愛の精神を深める p.7，p.11 １
㉚ 終わりなき挑戦 ー 成田 真由美 ー p.140～147 希望と勇気，克己と強い意志 目標の達成を目指し，着実にやり遂げる p.4 １
㉛ よみがえった良心 p.148～153 よりよく生きる喜び 良心に気づき，よりよく生きる喜びを見出す p.25 １
㉜ ふたりの子供たちへ p.154～157 家族愛，家庭生活の充実 家族を愛し，充実した家庭生活を築く p.16

１
thinking❸ 母にあいたい p.158 家族愛，家庭生活の充実 家族を愛し，充実した家庭生活を築く p.16

㉝ 言葉の向こうに p.159～163 相互理解，寛容 互いの立場や考えを尊重し，謙虚に学び合う p.10 １
㉞ ガジュマルの木 p.164～168 感動，畏敬の念 人知を超えたものへの感動と畏敬の念を深める p.24 １
㉟ 二枚の写真 p.169～173 よりよい学校生活，集団生活の充実 学校を愛し，協力して集団生活を充実させる p.17 １

特
集 いじめを許さない 私たちの心 p.174～175

自主，自律，自由と責任／ 思いやり，感謝／
家族愛，家庭生活の充実／ 生命の尊さ

下記

特
集

情報機器によるコミュニケー
ションを考える p.176～177

思いやり，感謝／礼儀／友情，信頼／
相互理解，寛容

下記

特
集 よりよい未来をつくるために p.178～179 国際理解，国際貢献／生命の尊さ／自然愛護 下記

配当時数合計 35
・ 本冊「いじめを許さない 私たちの心」「情報機器によるコミュニケーションを考える」「よりよい未来をつくるために」は，図書の各内容と関連させて適宜使用いただけるよう，

配当時数に含めています。❶〜㉟及び thinking については，最も関連の深い学習指導要領の内容のみを示しています。
・ 別冊「健康で安全な調和のとれた一日に」「人間愛の精神で支え合って」「誰もが守るべきことがある」は，図書の各内容と関連させて適宜使用いただけるよう，配当時数

に含めています。



受理番号 学校 教科 種目 学年

31 − 14 中学校 道徳 道徳 第１学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

232　廣あかつき 道徳　707
道徳　708

中学生の道徳　自分を見つめる１
中学生の道徳ノート　自分を見つめる１

編修趣意書
（発展的な学習内容の記述）

1

ページ 記　述 類型 関連する学習指導要領の内容
や内容の取扱いに示す事項 ページ数

なし なし

合計




